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*1	 総務省.「インターネットの普及状況」http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/	
nc262120.html.	2018.4.15 アクセス. 
























































































































                                            



















































































































































































                                            










































































































































                                            





















































                                            
＊17 キャサリン・イングラム『This	is	Pollock	僕はポロック』PIE	BOOKS、2014 年、p.47 
＊18 “Whitney Museum Hangs Jackson Pollock Painting the Wrong Way,” 

























































ャンバスを切り込んだ作例は、《蜘蛛の巣を逃れて》（1949 年）を含む 6 点と数が非常






































                                            
	




































































た。画家としての第一期である 1946 年から 1978 年にかけて、スーラージュは黒と白
を色彩として扱っている。白や黄色、赤、青といった色と黒とのコントラストによる、
明るい色彩が光を反射し暗い色彩が光を吸収するという古典的な光の表現に集中した。 


















                                            


































































                                            
































































図 8：浜田浄《DRAWING	壁（1）》1983 年、鉛筆・紙、113.0×300.0cm 
	
	 一方で、その矩形に対して大きく介入した作品がある。浜田の作品の中でも異色の形
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図 1	 Leonhard	Emmerling、『Pollock』、TASCHEN、2016 年、	p.43	
図 2	 同書、p.9	
図 3	 ニューヨーク近代美術館蔵、キャサリン・イングラム『This	is	Pollock 僕はポ
ロック』、PIE	BOOKS、2014 年、p.45	











図 12	 筆者撮影、2012 年	
図 13	 筆者撮影、2016 年	
図 14	 筆者撮影、2014 年	
図 15	 筆者撮影、2013 年	
図 16	 筆者撮影、2014 年	
図 17	 筆者撮影、2015
	 
